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【アジア初開催】
～BLUE FLAG Asia Summit 2025
～ Towards a Safe and Beautiful Ocean Recognized by the World ～
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— お知らせ —

 日本ブルーフラッグ協会は、2025年9月20日（土）・21日（日）の2日間、大阪府貝塚市で

「BLUE FLAG Asia Summit 2025 ～Towards a Safe and Beautiful Ocean Recognized by the World

～」を開催しました。日本・韓国・インドの3か国からブルーフラッグ関係者が参加し、延べ

154名が集まりました。

認証取得の事例や課題を共有しながら、持続可能な沿岸利用や地域活性化について意見交換を

行い、市民、自治体、企業、研究者、教育関係者など、多様な立場の参加者が海の未来を見据

えて議論を深めました。

アジアで初めてこの規模で開催されたブルーフラッグ国際会議として、認証制度の普及と国際

的な連携の強化に向けた大きな一歩となりました。参加者は、持続可能な海と地域づくりへの

決意を新たにし、次回の BLUE FLAG Asia Summit での再会を誓いました。

【日　時】1日目：2025年9月20日（土）13:30～17:00、2日目：2025年9月21日（日）10:00～

12:00

【会　場】貝塚市民福祉センター 6階多目的ホール（大阪府貝塚市畠中1丁目17番1号）

【参加者】日本含む4か国、154名(ビーチパーティ、エクスカーション含む)

【主　催】一般社団法人日本ブルーフラッグ協会

【共　催】一般社団法人JARTA

【協　力】二色の浜魅力向上推進協議会

【後　援】貝塚市、公益財団法人大阪観光局、Foundation for Environmental Education (FEE)、

The Centre of Environmental Education (CEE)、Foundation for Environmental Education Korea

＊本会議は大阪府・大阪市による“万博を契機としたＯＳＡＫＡ国際会議助成金”申請事業で

す。

意義と成果

（1）認証取得の成功事例と課題の共有

日本、韓国、インドから、ブルーフラッグ認証を取得したビーチやマリーナの成功事例および

課題が紹介されました。ディスカッションや質疑応答を通じて、水質管理、環境教育、住民参

画、安全対策、プロモーション手法など、ブルーフラッグの運営に関する実践的なノウハウを

参加者間で共有することができました。

（3）普及拡大に向けた連携と情報交換体制の強化

日本、韓国、インドに加え、ブルーフラッグ認証の導入を目指す台湾とも連携を深め、アジア



地域におけるブルーフラッグ認証の普及拡大に向けた協力関係を構築しました。また、来年度

以降のAsia Summitの継続開催に向け、各国間の情報交換体制を強化することについて合意を得

ることができました。

（4）参加者の交流・ネットワーキング

「BEACH PARTY」およびエクスカーションを通じて、日本、韓国、インド、台湾のブルーフラ

ッグ関係者による活発な交流が行われ、親睦を深めることができました。これにより、今後の

アジア地域におけるブルーフラッグ普及に向けたネットワーク基盤を構築することができまし

た。
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プログラム

1日目：2025年9月20日（土）13:30〜17:00

【主催者挨拶】



片山清宏（一般社団法人日本ブルーフラッグ協会 代表理事）

高山 傑 氏（一般社団法人JARTA 代表理事）　

【ご来賓挨拶】

貝塚市長 酒井了氏

浅尾環境大臣からメッセージをいただきました



【第1部】基調講演

◎「ブルーフラッグ認証の意義と可能性～世界の最新動向を踏まえて」

Johann Durand（FEE International Blue Flag Director)

【第２部】アジアのブルーフラッグ事例発表

◎「インドのブルーフラッグ先進事例」

Dr. Shriji Kurup（Centre for Environment Education (CEE)）
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◎「韓国のブルーフラッグ先進事例」

Peter Dae Young Kang（Foundation for Environmental Education Korea Chief Executive Officer）

【第3部】日本のブルーフラッグ事例発表

◎「二色の浜海水浴場におけるブルーフラッグの取組み」



延生康二氏（二色の浜魅力向上推進協議会 副会長）

◎「若狭和田ビーチにおけるブルーフラッグの取組み」

仲野博之 氏（高浜町産業振興課 課長補佐）、永野由佳 氏（ブルーフラッグアカデミー＋）

◎「ヤンマーサンセットマリーナ（滋賀県守山市）におけるブルーフラッグの取組」



中村好美 氏（ヤンマーサンセットマリーナ）

【スペシャルゲスト】

高野進 氏（一般社団法人日本ビーチスプリント協会 代表理事）

インド、韓国、台湾からの参加者と国内ブルーフラッグ関係者



2日目：2025年9月21日（日）10:00〜12:00

【第１部】基調講演　

◎「ブルーオーシャンプロジェクトの取組み」

片山 亮 氏（NPO法人ゼリ・ジャパン 事務局）

【第２部】海の環境保全に関する活動や研究事例発表

◎「二色の浜海域での海洋教育」

貝塚市立自然遊学館 研究員 山田浩二氏

大阪府立佐野高等学校（発表テーマ：大阪湾における打ち上げ貝の調査）、学校法人大阪ECO動

物海洋専門学校（発表テーマ：海と森のつながり『大阪湾再生プロジェクト』）、清風南海中

学校（発表テーマ：見出川の水生生物について）の発表には「優秀発表賞」が授与されまし

た。



【主催者閉会挨拶】

片山清宏（一般社団法人日本ブルーフラッグ協会 代表理事）



13:00〜17:30　エクスカーション「大阪・関西万博」⾒学

会場：⼤阪・関⻄万博会場

内容： ⼤阪・関⻄万博パビリオン「BLUE OCEAN DOME」「三菱未来館 JOURNEY TO LIFE」⾒

学



お問い合わせ

一般社団法人日本ブルーフラッグ協会　サミット事務局

E-mail: info@blueflag-japan.org

TEL: 090-9017-2459





■　審査結果総括

・2022年にブルーフラッグ協会を立ち上げ、インド・韓国・台湾でも関心を持ってもらっていて、アジアで広げていくことを目的に、二色の浜があ

る貝塚市で

　アジアサミットを開催した旨、トップインタビューで説明いただきました。

・協会を立ち上げたきっかけは、サーフィンを通して、海岸のゴミ拾いから、さらに、地域や行政と連携・拡大した活動を目的としています。

・今回のアジアサミットでは、組織活動をしている3～4名のスタッフで運営しているため、「福祉センターが設置しているゴミ箱以外は置かない運

営」を

　実施しています。

・現場確認では、過去の年号が入ったビーチフラッグをテーブクロスで使用し、認証や表彰を受けた証書を置いて、参加者に確認できるスペースを

　設置しています。

・海外のスピーカー(インド・韓国)は、環境分野の知識にも精通しており、韓国のスピーカーの報告では、水質基準に関する報告などがありまし

た。

・日本の認証地域の報告では、ヤンマーサンセットマリーナの事例では、持続可能な運営を詳細に報告していました。

・また、会場の扉には、SDGs評価制度の宣言書が掲示されていました。

【改善と次回に向けたアドバイス】

・認証基準には、環境基準にも関連する水質基準、衛生基準に関連する大腸菌の測定、排水・廃棄物処理などが含まれていますので、

　すでに対応しているかと思いますが、各省庁と連携した政策的な認知度向上を期待します。


